














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































エアフルトにおいて著作“Das Ganz der Hanndlung”の
第５部、第２巻の後半で“Allgemeiner Kaufmänischer 
Buchhalter”（1805）を展開している。当論文では、
その中で、複式記入と諸勘定、通常の取引の記録お
よび特殊な取引の記録について扱っている。
簿記では、単式簿記（簡略化された複式簿記）に
しても、複式簿記にしても、複式記入を基礎にして
いる。両者の違いは、複式記入の表現の場としての
仕訳または仕訳帳があるか否かであり、前者は簿記
でありながら、その仕訳または仕訳帳がないことを
特徴としている。したがって、複式記入を頭のなか
ですることになる。経営・経済が発展し、事業が
定着し、特に、商品勘定が登場してくる。そうな
ると、混合簿記へと展開する。さらに、発展する
と、仕訳または仕訳帳が取引を諸勘定へと分解する
意味で欠かせなくなる。その経過のなかで複式簿記
は仕訳または仕訳帳が必要不可欠となる。ここで
記の通りとなる。
　　　　損益勘定、債務者
　　　　　　商品勘定、債権者
以上の全体を示すと「図表－３」の通りとなる。
は、取引が必要とするすべての勘定が元帳を構成す
ることになる。
通常の取引の記録は、元帳において頻繁に発生し、
必要不可欠な勘定で行われる。ブーゼでは、動産の
取引、現金の取引、債権者または債務者の取引と
なっている。単式簿記（簡略化された複式簿記）で
は、現金勘定、債務者勘定および債権者勘定による
取引の記録を前提としていたが、商品を含む動産の
取引が加えられてゆく。したがって、一歩進んで、
単式簿記（簡略化された複式簿記）と複式簿記の中
間の「混合簿記」が登場してきたと言えよう。
通常の商人が担う事業で設定される勘定とは別
に、領邦外または海外等との取引で為替手形、委託
等の取引、および経営規模の拡大および法律の制定
による取引の変革がもたらすところの特殊な取引に
ついての勘定の処理が追加されている。これらに
は、為替取引、手形取引、委託取引、運送取引、共
同取引（ゾツィエテートによる取引）、銀行取引、
海運取引、大冒険会社取引、その他工場制手工業取
引がみられる。
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